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令和５年度 ９月補正予算の概要 

（ 一般会計 ） 
 

１ 補正予算（第４号）の規模 
１，０２０，２８５千円を増額 補正後の額１７，４０７，６２３千円 

 

 

２ 概要 

 

新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行が懸念される今

冬の状況を踏まえ、令和４年度に引き続き、インフルエンザ予防接種費用の一部

助成に加え、新たに、おたふく風邪に係る予防接種費用の一部助成に要する所要

額を計上するもの。 

また、原油価格物価高騰の影響を受けている米生産者及び乳牛等生産者に対し、

本市独自の経済支援を実施するほか、市道改良事業や保育施設等の環境整備に要

する所要額を計上するもの。 

さらに、（仮称）やすらぎパークとみや内パークゴルフ場の芝管理用機器購入等、

維持管理に要する所要額を計上するとともに、令和４年度決算を踏まえ、歳計剰

余金処分相当額を財政調整基金に積み立てするもの。 

 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳について             （単位：千円） 

歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

10地方特例交付金 9,572 2総務費 782,893 

11地方交付税 360,924 3民生費 53,093 

13分担金及び負担金 △21 4衛生費 28,078 

14使用料及び手数料 1 5労働費 550 

15国庫支出金 107 6農林水産業費 34,770 

16県支出金 13,215 7商工費 492 

17財産収入 535 8土木費 117,044 

19繰入金 26,238 9消防費 2,043 

20繰越金 1,039,526 10教育費 1,822 

21諸収入 1,197   

22市債 △431,009   

計 1,020,285 計 1,020,285 
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４ 主な事業について 
（１）感染症予防事業 ２４，９８４千円 

昨年度に引き続き、小児インフルエンザ予防接種助成事業を実施するとと

もに、子どもを感染症から守る取組として、定期予防接種化されていないお

たふく風邪予防接種助成事業を新たに開始するため、所要額を計上するもの。 

 

（２）原油価格物価高騰対応・農業経営者及び米価下落支援事業 ２５，０７０千円 

農業用資材（肥料等）高騰の影響と、米価下落の影響を受けている生産者 

に対し、支援金を支給するため、所要額を計上するもの。 

 

（３）原油価格物価高騰対応・乳牛等生産者支援事業 ９７６千円 

飼料代高騰等の影響を受けている乳牛・繁殖牛の生産者に対し、支援金を 

支給するため、所要額を計上するもの。 

 

（４）市道穀田三ノ関線道路改良事業 ７３，５８０千円 

本路線の未整備区間の進捗（物件補償等）を図るため、不動産等の物件補償

及び支障電柱等の移転補償の所要額を計上するもの。 

 

（５）市道穀田線道路改良事業 １６，６９７千円 

本路線の未整備区間の進捗（用地買収等）を図るため、用地購入及び物件補 

償の所要額を計上するもの。 

 

（６）認可保育所等運営事業 １２，５２３千円 

保育補助者の雇用、新型コロナウイルス感染症対策等を行う、市内認可保

育所、認定こども園等に対し、財政的支援をするため、所要額を計上するも

の。 

【活用財源 国費：保育対策総合支援事業補助金】 

 

（７）市立小学校維持管理事業 ７，８７９千円 

学校施設の防犯対策として、市内６カ所の小学校に、防犯カメラを設置す

るための所要額を計上するもの。  

【活用財源 国費：学校施設環境改善交付金】 

 

（８）（仮称）やすらぎパークとみや整備事業 ２０，８５４千円 

（仮称）やすらぎパークとみや内パークゴルフ場の整備に必要な芝刈り機 

器や維持管理用の軽トラック、レンタル用備品等を購入するため、所要額 

を計上するもの。 

 

（９）財政調整基金費（歳計剰余金処分相当額） ７７３，０００千円 

財政調整基金条例第３条第２項の規定に基づき、令和４年度決算に係る剰

余金（実質収支 1,544,834 千円）のうち、２分の１以上の額を基金に積み立

てるもの。 
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（ 国民健康保険特別会計 ） 
 

１ 補正予算（第２号）の規模 
   ２２，５７６千円を増額 補正後の額４，３７３，８６９千円 
 

２ 概要 

 

 令和４年度決算額の確定等に伴い、歳入・歳出それぞれの予算措置を講ずるも

の。 

あわせて、令和６年度各種事業に係る債務負担行為を設定するもの。 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳について            （単位：千円） 
歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

6 繰入金 △9,776 5 基金積立金 18,677 

7 繰越金 32,352 7 諸支出金 3,899 

計 22,576 計 22,576 

 

４ 主な事業について 

（１）歳入 

 ①財政調整基金繰入金（財源調整）           △９，７７６千円 

 ②令和４年度決算剰余金に係る繰越金          ３２，３５２千円 

 

（２）歳出 

①基金積立金（財政調整基金への積立金）        １８，６７７千円 

②諸支出金（償還金）                  ３，８９９千円 
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（ 介護保険特別会計 ） 
 

１ 補正予算（第２号）の規模 
   １８６，１１１千円を増額 補正後の額３，３３１，５９９千円 

 

２ 概要 

 

令和４年度決算額の確定等に伴い、歳入・歳出それぞれの予算措置を講ずるほ

か、認定調査に要する経費について追加補正するもの。 

あわせて、令和６年度各種事業に係る債務負担行為を設定するもの。 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳について            （単位：千円） 

歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

7 繰入金 785 1 総務費 785 

8 繰越金 185,326 4 基金積立金 103,770 

  6 諸支出金 81,556 

    

計 186,111 計 186,111 

 

４ 主な事業について 
（１）歳入 

①令和４年度決算剰余金に係る繰越金         １８５，３２６千円 

 

（２）歳出 

①基金積立金（介護給付費準備基金への積立金）    １０３，７７０千円 

②諸支出金（償還金、一般会計繰出金） 

〇償還金（国及び県、社会保険診療報酬支払基金分）  ５６，６１６千円 

〇一般会計繰出金（市負担分）            ２４，９４０千円 
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（ 水道事業会計 ） 
 

１ 補正予算（第２号）の規模 
   資本的支出 ３３，０００千円を増額 補正後の額 ４１４，５４１千円 

 

２ 概要 

 

配水管漏水修繕の対する布設替工事費を計上するもの。 

 

 

 

３ 収入支出（款別）内訳について            （単位：千円） 

資本的収入（款項） 補正予定額 資本的支出（款項） 補正予定額 

  1 資本的支出 33,000 

  １建設改良費 33,000 

    

 

４ 主な事業について 
（１）資本的収入及び支出について 

①資本的支出 

  １建設改良費 

     １配水施設費 

配水管布設替工事             ３３，０００千円 

 
 

 


	棒グラフ【R4決算ベース　A案臨財債減

